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令和５年度第３回新発田市子ども・子育て会議 会議録

令和５年度第３回新発田市子ども・子育て会議 会議録 概要

会 議 名 令和５年度第３回新発田市子ども・子育て会議

開 催 日 時 令和６年３月８日（金）午前９時３０分～１１時２３分

開 催 場 所 新発田市役所 本庁舎５階会議室５０１、５０２

議 題

⑴ 令和６年度新発田市子ども・子育て支援事業計画「第４章施策の展開」（案）につ

いて

⑵ 令和６年度新発田市子ども・子育て支援事業計画「第５章幼児期の教育・保育及

び地域 子ども・子育て支援事業」（案）について

⑶ 新発田市子ども・子育てに関するニーズ調査結果報告書≪概要版≫について

⑷ その他

出 席 者

【委員】 11名
金山会長、木村副会長、川瀬委員、熊倉委員、斎藤委員、平野委員、吉井委員、村山

委員、小池委員、阿部（敬）委員、大堀委員

【説明課】

（健康推進課）佐藤課長、（青少年健全育成センター・児童センター）古田所長、（学

校教育課）石井係長、（地域安全課）渡邉課長、（人権啓発課）渡邉課長、（社会福祉課）

榎本課長

【事務局】

（こども課）沼澤課長、佐久間課長補佐、宮村課長補佐、小林統括支援員、藤倉副参

事、大倉係長、石倉係長、宮村係長、島岡主任

【オブザーバー】

（調査委託業者：第四北越リサーチ＆コンサルティング㈱）小林、近

欠 席 者 松田委員、森本委員、小林委員、大川原委員、大久保委員、阿部（聡）委員

公開・非公開

の別
公開

傍聴人の数 ０人

配 布 資 料

①「令和５年度第３回新発田市子ども・子育て会議次第」及び委員名簿

②資料１ 令和６年度新発田市子ども・子育て支援事業計画「第４章施策の展開」（案）

③資料２ 家庭支援事業について

④資料３ 令和６年度新発田市子ども・子育て支援事業計画「第５章幼児期の教育・

保育及び地域子ども・子育て支援事業」（案）

⑤資料４ 新発田市子ども・子育てに関するニーズ調査結果報告書概要版

⑥資料５ こども大綱
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議題⑴ 令和６年度新発田市子ども・子育て支援事業計画「第４章施策の展開」（案）について

各課長 議題⑴について各々説明

熊倉委員 「№49乳幼児歯科健診」について、当健診を受けることができなかった場合、その後、個

別に勧奨などは行っていないか。

健康推進課長 乳幼児歯科健診は半年ごとに実施している。健診のなかで要観察があったら、半年より短

い間隔で健診を実施する場合もある。しかし、受診ができなかった乳幼児に対しての勧奨等

は現状実施していない。

大堀委員 ２点要望を申し上げたい。

１点目は学校の部活動の地域移行についてである。地域のスポーツ団体や文化団体

と、子育てサークルは似ているところがあると感じる。子育てサークルの活動施設などを借り

るなど、連携して活動できれば良いのではないかと思う。

２点目は防災についてである。将来的な地域の防災への意識醸成という点において、

子どもたちに対する防災意識を向上させる必要がある。ＰＴＡでは防災をテーマにした活動

はやっていないが、昨年、自治会とＰＴＡとが共同で子どもたちも参加できる避難訓練を実施

した。子どもを参加させると、20 代から 40 代の親も付いてくることになる。自治会の最大の課

題は高齢化であり、こうした連携を進めていくことで、若い世代、子ども世代などの防災意識

の向上や効果的な訓練ができるので、今後も継続していきたいと考えている。市においては

組織横断的に、関係する課が連携して取り組んでもらいたい。ＰＴＡに活動を依頼するという

のは難しいと思うが、今後、地域の高齢化が進み、ボランティアもいないとの状況も懸念され

るため、若いうちから日常的に防災訓練に参加できる活動を進めていく必要があると思う。

こども課長 部活動の地域移行については、現在、週末についてＮＰＯ法人と連携し、部活動の指導

をしていくことで動いている。子育てサークルとの連携というのは新しい着眼点であり、学校

教育課と連携し、イベントの開催から始めるなど検討していきたい。

地域安全課長 新発田市の各地域の自主防災組織率は 93％と高い状況にある。ただ、実際に組織が機

能するかどうかが課題となっている。一昨年の村上市の洪水、今年の元旦の地震など、市民

の防災意識は高まっていると感じる。

当課の取り組みとしては、地域に出向いての防災講話を実施している。また、子どもたち

の防災授業に関しては小学校５年生で実施している。今後、この授業に保護者も参加しても

らうことも検討している。各地域に対して、世代を超えた防災活動の実践をを呼び掛けていき

たい。

小池委員

「№109 児童クラブでの障害児受け入れ」について伺う。新発田市内で放課後等デイサー

ビス事業所は増えているものの、すぐに満員になってしまう状況である。児童クラブでの受入

基準について、どのような児童を想定しているか、また、どこに相談に行けば良いか。

青少年健全育

成センター・

児童センター

所長

各小学校に通っている児童であれば、対象としている。また、放課後等デイサービスとの

併用も可能である。放課後等デイサービスを利用できない日や、学校とデイサービスとの隙

間時間においても利用している児童もいる。

利用を希望する際は、面談をさせていただいている。希望する児童クラブに来てもらい、

児童クラブでどのような生活ができるかなどを確認するためである。今のところ、面談で利用

を断るケースは出ていない。ただし、今後は様々なケースが考えられることから、この場で受

け入れの可否については明確にお答えすることはできないものの、丁寧に対応していきた

い。
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川瀬委員

保護者からの視点でお願いをさせていただく。

「78 防犯灯維持管理事業」について、LEDの街灯があると、子どもたちも明るくて、安心で

きるので、さらなる設置の促進をお願いしたい。

「83 通学路、園児の集団移動経路の点検及び安全対策の実施」だが、子どもの学校への

登下校では、地域の協力が非常に重要だと思っている。小学校区によっては地域の方々に

よる見守りがあり、安心できる。通学路の見守りは、防災・安全面とともに、子どもたちと地域と

のつながりという面でも大切であり、さらに進めていってほしい。

「85被害に遭った子どもの相談」について、被害事案がなければ件数が０件ということは理解

できる。ただし、新発田市内においても事故や不審者などの情報がないわけではないので、

事故などが発生した場合、適切に対応してほしい。その際は、子どもに直接接つすると、フラ

ッシュバックなどの懸念もあるため、保護者と接つするなど、適正な対応をお願いしたい。

（要望）

こども課長 資料２ 家庭支援事業について、説明

審議結果 出席委員の全員が賛成し、承認された。

議題⑵ 令和６年度新発田市子ども・子育て支援事業計画「第５章幼児期の教育・保育及び地域

子ども・子育て支援事業」（案）について

こども課長 議題（２）について説明

川瀬委員 子どもの人口について、推計値と実績との差が大きく、想像以上の子どもの数の減少に驚

いている。今後、どのくらいまで減少していく予想となっているか。

こども課長 実績と推計の差について、特に５歳以下で乖離が大きくなっている。一方、足元の５年間

では様々な取り組みを実施してきた。「子どもを持ちたい」と考えてもらえる施策として、保育

料を無償にするなどの経済的支援、かかりつけ保健師による不安を解消する取り組みなど、

実施しているものの、思うように結果が出ていない状況である。

今後は、若い世代が子どもを持ちたいと思える施策として、中学生や高校生に対するキャ

リアデザインの事業を増やしていくなど、こども課と学校教育課など関連部署が連携して取り

組んでいきたい。

審議結果 出席委員の全員が賛成し、承認された。

議題⑶ 新発田市子ども・子育てニーズ調査の結果について

こども課 議題（３）について説明

川瀬委員

資料４の 37 ページに「子どもに身につけさせることで大切なこと」のアンケート

結果が載っているが設問について、選択肢として「メディアとのかかわり方」もあっ

てよかったと思う。次回ニーズ調査実施時に検討してみてほしい。（要望）

審議結果 出席委員の全員が賛成し、承認された。

議題⑷ その他

事務局 なし

阿部（敬）委員 資料２「家庭支援事業」について、お伺いしたい。新設事業の「子育て世帯訪問支援事

業」とは、現在の産後訪問事業とは違うのか。また、実施する団体は今後調整していくのか。
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こども課長 本事業は、要支援児童や特定妊婦など、支援が必要な方に対する支援であるため、現在

実施している産後訪問事業とは異なる。

本事業を含め、新設の３事業は国の新たな方針にもとづく施策である。地域にとっては実

施できない自治体もあると思うが、「子育てするならやっぱり新発田」を掲げている当市として

はできるだけ早く実施していく方針である。

阿部（敬）委員 新設事業の「親子関係形成支援事業」で、ペアレントトレーニングとあるが、夫婦間の関係

が子どもの状況に大きく影響すると感じている。夫婦間への働きかけも支援のなかに含めて

ほしい。（要望）

その他

事務局 事務局からの連絡

①来年度の会議の開催予定（４回を予定）について

②次回の会議開催予定（令和６年７月を予定）について

③事務局から会議録(案)を出席者の皆様に送付し、内容の確認をお願いし、概要に

ついて市ホームページに掲載する

閉会


